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主 論 文 の 要 旨 
 

論 文 題 目 埋蔵文化財保護手法の開発・研究とその実践 
氏 名 金田 明大 

 

論 文 内 容 の 要 旨 
 

本論文は、現在の考古学研究および埋蔵文化財保護において、より豊富な情報を迅速かつ高密

度に取得し、併せて社会的に喫緊の課題となっている遺跡の事前把握や発掘調査時のコストや人

材不足といった点に対して効果的な技術の導入について論じる。 

 

研究領域である考古学と行政としての埋蔵文化財保護は人類の過去を物質文化より探る有効な

手法であるが、前者においては研究の進展と多様化、後者においては開発などの改変と保護を調

和させる社会的な状況や要請について多くの課題が指摘できる。中でも調査で得られた大量の情

報を用いて研究の実施と、不時発見や想定外の事態により十分な準備もなく場当たり的に不十分

な調査を限られた資源を浪費しながら実施する現状の改善は、大きな課題である。 

本研究ではそのひとつの解答として、技術の活用がそれに資すると考えた。このため、対象とな

る文化財の特性に合わせた情報の取得方法のうち、効果的と考える探査技術及び三次元計測技術

の開発・改良と実践からその有効性を確認し、今後の技術の利活用にむけた研究を進めることと

した。 

 

１．序論においては、本研究の目的と、論文の構成、そして、研究に至った経緯について説明を

おこなった。論者は文化財保護行政に資することを目的とした研究機関に所属しており、自己の

研究対象と共に、主に文化財の把握や調査技術についての研究についても取り組んできた。その

中で、採用された技術が無批判に踏襲される現状や、当時では困難で断念されたが、現在では利用

可能な技術について検討を継続的におこなう必要性を感じ、その検討と実践をおこなってきた。 

 

２．考古学・埋蔵文化財保護に資する諸技術では、考古資料に対する２つの立場、学術研究と

しての考古学と、行政サービスとしての埋蔵文化財行政という２者の違いと、個々の立場が直面

報 告 番

号 

※       第     

号 

学位報告４ 



する課題についてまとめ、現状を検討した。課題改善の一方法として、情報取得技術の導入の意

義を論じ、現状および近年の埋蔵文化財をとりまく動向と課題をまとめ、技術開発・改良と実践

による検証について論点を整理する。考古学と埋蔵文化財保護は研究と行政という立脚点が異な

るが、遺跡・遺構・遺物を扱う点で対象は同一であり、研究の基礎データを残すという観点では

目的は共通である。これらを円滑に繋ぐ手段として、技術活用を試みる。 

まず、遺跡や地中状況の非破壊的な手段による把握の必要性を指摘することができる。 

また、埋蔵文化財保護の中心的な活動である発掘調査において、課題の抽出をおこなうために

作業工程ごとの集計を調査記録から作成した。結果、もっとも時間を要するのは掘削作業である

が、この省力化は調査員の観察と判断を必要とし、十分な時間をかけるべき性質の作業であるこ

とや、複雑な判断や作業を個別に要し、省力化が困難であることから、次いで時間を要し、迅速

化が望める記録化についてまずは検討することとした。実際に平城宮・京跡の発掘調査の日誌よ

り、現地での観察を中心とした時間を必要とする部分と、計測など作業の効率化が可能な部分と

の実態と要した時間を検討した。以上の検討を踏まえて、本論では考古学・埋蔵文化財行政の課

題に資する技術として、探査および三次元計測に絞って取り上げることとした。 

加えて、両技術を補助する基礎技術についても概観し、必要性と課題を展望する。 

 

３．遺跡探査の方法とその実践では、遺跡探査の有効性をまとめ、現在利用できる手法につ

いて概観する。次に、研究史について抄述し、導入期の遺跡探査が考古学研究者主体で実施さ

れてきたものの、意図されてきた問題意識が十分に引き継がれずに特殊化し、遺跡理解の主な

手段から特殊なものと考えられるように至ったことを明らかとした。 

続いて、論者が現在の埋蔵文化財保護の課題解決と有効性の検証として実践してきた成果に

ついて紹介をおこない、その効果をまとめた。探査については既に多くの成果を得ているが、

従来適用例の多い古墳や城館といった地表観察によりその存在が明瞭に把握できる対象ではな

く、現在の埋蔵文化財保護で最も必要とされる官衙や窯業生産遺跡などの地表からでは地中の

状況の把握が不明瞭なものを中心にその効果を示す。実例として官衙・宮殿である平城宮およ

び窯業生産地である大萱古窯跡群、美山苗代川窯での実践と成果を示し、得られる効果につい

て検討した。 

次に、応用として森林内での探査技術の試行についても紹介をおこない、植生が繁茂する対

象が多い我が国の環境に応じた遺跡探査技術の開発の必要性を考える。 

最後に、探査手法による遺構の事前把握の有効性と効果について論究する。 

 

４．三次元計測の方法とその実践では、三次元計測手法の有効性をまとめ、現在利用できる手

法について概観する。本来立体物の形状記録に適切な三次元計測は、有効性が認識、指摘されつ

つも、技術的な制約により十分な利用ができていなかった。考古資料の記録についての研究史を

通じ、その必要性・重要性について再び検討をおこなった。続いて、近年現実的に広く活用でき
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る三次元計測手法が多様化している現状をまとめる。また、三次元計測手法の評価において必要

な精度・確度についてもここで触れる。 

続いて、多様な対象物への三次元計測の検討と実践を紹介する。三次元計測と言っても、その

対象物や求められる内容は様々であり、周辺地形などの分析から遺物の微視的な痕跡の可視化に

至るまで対象物の大きさや複雑さに応じて使用可能な手法や機材が異なる。このため、まずは広

域を対象とした地形・遺構についての計測を紹介し、続いてより高精度・密度の計測を必要とす

る遺物について論者の研究対象である土器・陶磁器を中心に検討をおこなう。 

加えて、人間の視覚による観察の限界と、それを補う可視化としての三次元計測データの利用

についても検討をおこなう。人間の視覚では直接取得不可能であるが、考古資料で必須の情報が

取得可能な表面情報を可視化できる上で、三次元計測が従来の計測手法に比べて利点が大きいこ

とを示す。この検討から、三次元計測が本論の主目的である研究や保護の効率化だけでなく、今

後の文化財研究自体を変革可能であることの一例を示す。 

 

5. 考察－考古学・埋蔵文化財保護における技術利用の可能性と課題では、考古学研究・文化

財保護における技術利用の効果について、探査・三次元計測の両技術により検討をおこなった成

果について、実際にいかなる効果があるかについて検討をおこなう。 

効率化については文化財の世界では長年忌避される傾向にある。従来の方法は、コストや煩雑

さにより非現実的であったことに加え、効率化が遺跡の破壊を促進するという意識を一因として

進展してこなかった。しかし、本論で提案する技術の積極的な利用で、それが現実的に利用可能

なこと、効率化が単なる調査期間の短縮ではなく、多様な情報を取得する効果あることを示す。

記録作業において従来必要とされた時間を短縮し、その時間を発掘調査現場のみでしかできない

観察やサンプル採取などの作業に活用することで、多様な近年の要請に応えることが可能とな

る。また、得た成果を収集・保存し、更なる活用を展開するにはデータベースが必要である。こ

こではその動向について言及した。 

最後に、これらの技術を利用して、情報センター方式による複数調査現場の支援を目的化した

体制の再編を検討し、試験的に運用した成果を述べる。従来の現場毎に人材や機材を揃える分散

型の調査体制を情報機器や本論で展開した技術を核として再編し、より効果が高い体制を編成す

ることも今後必要となると考えた。 

 

6. 結語では、ここまでの成果をまとめ、遺跡探査・三次元計測の両手法について、今後の研

究や活動の必要と方向性を提示する。これらの研究が、今後の考古学・埋蔵文化財保護の基礎手

法として定着していくことについて、研究と普及を継続したい。 
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